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ᮐ幌市議会事務局議事課࡛ࠊ

陳情事務の担当を࡚ࡋいࡿୗ間㸦シࣔマ㸧࡜申ࡋますࠋ

先日ࠊ次長の小島あ࡚࣓࡟ー࡛ࣝ御照会を頂いた件ࡘ࡟い࡚ࠊ

添付フ࢓イࣝの࡜おࡾ回答ࡉせ࡚頂ࡁますࠋ

ࠊたためࡗ࡞࡜対応希望日ࡀ回答文の送付ࠊお࡞

取ࡾ急࣓ࡂーࣝࡾࡼ࡟送付ࡉせ࡚頂ࡁまࡋたࠊࡀ

紙の文書ࡀ必要࡛あࢀばࠊ別途送付いたࡋますの࡛ࠊ

お申ࡋ出ୗࡉいࠋ

またࠊ今後ࠊᮏ件࡟関ࡈࠊ࡚ࡋ意見等ࡊࡈࡀいまࡋたࠊࡽ

ᮏ࣓ーࣝ࢔ドࣞスま࡛࣓ーࣝ願いますࠋ

以ୖࡃࡋࢁࡼࠊお願いいたࡋますࠋ

ᮐ幌市議会事務局議事課

ୗ間ࠉ孝洋㸦シࣔマࠉタカヒࣟ㸧

FAX:011-218-5143ࠉ011-211-3166：℡ 

添付ࠉ＜回答文＞



札議第1043号   

平成27年（2015年）８月21日   

道路を考える会 

代表 原田 さちこ 様 

札幌市議会事務局長 本間 章弘   

メール照会に対する回答について 

日頃より、札幌市議会の活動に対し、御理解、御協力いただきありがとうございます。 

貴会から平成27年１月９日、本市議会に提出された陳情第220号が、本市議会議員の任期

満了により審議未了廃案となりました件につきましては、これまで平成27年６月３日付け

札議第1018号文書及び電話により説明させていただいたところですが、このたび平成27年8

月12日メールにより重ねて御照会がありました。 

あらためて本市議会における取扱について、下記のとおり回答させていただきますので、

御理解くださいますようお願い申し上げます。 

記 

１ 慣例の考え方について 

地方議会の運営は、原則として地方自治法（以下「法」という。）・会議規則（以下「規

則」という。）に基づき運営することとなりますが、法・規則に運営に関わる全ての取扱

が網羅されているわけではありませんので、規定されていない取扱は、各議会において

その都度判断が必要となります。そのため、本市議会においては、行政実例（国の見解

を示したもの）、議会運営に関する解説書、他都市の事例等を参考としながら判断をして

おり、この判断に基づく運用の積み重ねが慣例となるものであり、単に前例を踏襲して

いるものではありません。 

２ 陳情の審議未了廃案について 

  御照会を頂きました、「陳情の審議未了廃案」取扱につきましては、法・規則に規定さ

れていない事項ではありますが、上記１のとおり、過去の行政実例（別紙参考のとおり）

を参考としつつ、本市議会においても、以下の理由から行政実例の考え方は妥当である

と判断し決定したものであり、今後ともこの判断を撤回する考えはありません。 

 



⑴ 議員は、選挙により、市民から負託された４年間の任期中において議員としての地

位が保障され、議員としての活動や権限の行使が可能となります。また、選挙により

議員を選ぶ意図は、議会の一新を期するものであることから、選挙の前後では議会の

同一性は無いと言えます。以上のことから、議員が任期中審査できる案件は、当該任

期中の議会において扱う案件に限られ、議会としての結論が出ないまま任期満了を迎

えた場合は、新しい議員の任期に継続しないという考えとなります。 

⑵ 本市議会における陳情の審査は、規則第89条第１項により、まず、所管の常任委員

会に付託（本陳情については、財政市民委員会に付託）のうえ審査を行い、規則第91

条第１項により、「採択すべきもの」「不採択すべきもの」といういずれかの結論を本

会議に報告することとなります。常任委員会は議会の内部組織として構成され、その

機能は議会の予備審査的な性質を有するものであり、独立の意思決定機関ではなく、

したがって、本会議において議決を行わない限り、本市議会として最終的な結論が出

たことにはなりません。 

本陳情は、平成27年２月12日の財政市民委員会（以下「委員会」という。）における

審査では結論が出なかったため、委員会として「継続審査」を行うことを決定しまし

たが、前述のとおり陳情審査における結論は「採択すべきもの」「不採択とすべきもの」

のいずれかに限られるので、この「継続審査」とは、付託された陳情を委員会におい

て引き続き審査することを決定したに過ぎず、委員会としては何ら結論を得ていない

ものであります。さらに、平成27年第１回定例会の会期末である平成27年３月10日に

は、本会議において「閉会中継続審査」とすることを決定しました。この「閉会中継

続審査」は、法第109条第８項の規定により、議会の閉会中であっても委員会において

引き続き陳情審査を可能とするために行ったものでありますが、この「閉会中継続審

査」の決定も、⑴で示したとおり任期満了により継続しないこととなります。 

以上により、本陳情については、本市議会としての最終的な結論が出ないまま、議

員の任期が満了する平成27年５月１日を迎えたこととなります。 

３ 審議未了廃案決定通知の通知者について 

  上記１・２で申し上げたとおり、当該陳情は、議員の任期満了をもって審議未了廃案 

となるものです。したがって、議長選出前でありますが、審議未了廃案となった事実を

速やかにお伝えするため、議会事務局長名により発送したものです。 



参考 行政実例 

○ 議員の任期と会期不継続の関係 

（昭和26.3.15 地自発行第60号 名古屋市議会事務局長宛 行政課長回答） 

問 （地方自治法）第109条第５項（現行法では第８項）により、常任委員会が事件を審査

中、議員の任期が満了した。この場合、事件は、 

 １ 当然に次の会期の常任委員会に継続される。 

 ２ 事件は審議未了となり再び提出されなければならない。 

 ３ 新たな提出を要せず、次の議会において、再び常任委員会に付託することを要する。 

 以上３つの解釈中いずれかが妥当であるか。 

答 ２ 


